永正一六（一五一九）年三月三日起日の伏見宮貞敦親王着到和歌について : 三条西実隆の添削・評語の考察 by 本山 八重子 et al.
永
正
一
六（
一
五
一
九
）年
三
月
三
日
起
日
の
伏
見
宮
貞
敦
親
王
着
到
和
歌
に
つ
い
て
―
―
三
条
西
実
隆
の
添
削
・
評
語
の
考
察
―
―
本
山
八
重
子
は
じ
め
に
永
正
一
六
（
一
五
一
九
）
年
三
月
三
日
起
日
の
後
柏
原
天
皇
が
主
催
さ
れ
た
着
到
和
歌
会
に
関
す
る
資
料
と
し
て
は
、
宮
内
庁
書
陵
部
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
「
貞
敦
親
王
着
到
百
首
和
歌
永
正
十
六
年
三
月
（
１
）
」
巻
（
以
下
「
和
歌
巻
」
と
称
す
る
）
お
よ
び
「
貞
敦
親
王
着
到
百
首
和
歌
草
永
正
十
六
年
三
月
（
２
）
」
巻
（
以
下
「
詠
草
和
歌
巻
」
と
称
す
る
）
が
あ
る
。
二
巻
と
も
伏
見
宮
貞
敦
親
王
自
筆
の
当
該
着
到
和
歌
会
へ
の
詠
進
歌
の
詠
草
と
考
え
ら
れ
、
外
題
に
は
「
永
正
十
六
年
三
月
」
と
い
う
年
月
も
表
記
さ
れ
、
す
で
に
『
中
世
百
首
歌
（
３
）五』
に
翻
刻
お
よ
び
解
説
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
和
歌
巻
に
よ
り
、
永
正
一
六
年
三
月
三
日
か
ら
六
月
一
四
日
ま
で
の
百
日
間
の
組
題
は
知
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
歌
の
み
で
日
付
は
記
入
さ
れ
て
い
な
い
。
ま
た
、
大
東
急
記
念
文
庫
刊
行
の
『
集
古
筆
翰
第
一
輯
』（
大
東
急
記
念
文
庫
善
本
叢
刊
中
古
中
世
篇
別
巻
４
）
に
「
後
柏
原
天
皇
着
到
和
歌
懐
紙
断
簡
」
が
収
載
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
解
説
に
よ
る
と
、
『
貞
敦
親
王
着
到
和
歌
詠
草
』（
伏
・
五
二
八
）、「
照
射
」
題
で
四
十
九
番
目
つ
ま
り
四
月
二
十
二
日
に
詠
ま
れ
た
歌
が
こ
の
断
簡
に
み
え
る
歌
と
一
致
す
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
断
簡
は
永
正
十
六
年
四
月
二
十
二
日
の
も
の
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
こ
の
時
の
着
到
和
歌
懐
紙
の
断
簡
と
し
て
は
ほ
か
に
、
四
月
二
十
日
に
詠
ま
れ
た
「
五
月
雨
晴
」
題
の
十
首
分
の
も
の
が
京
都
国
立
博
物
館
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
（
Ｂ
甲
八
八
九
。『
京
都
国
立
博
物
館
蔵
宸
翰
―
文
字
に
込
め
た
想
い
―
』（
同
館
、
二
〇
〇
五
年
）
に
三
一
番
と
し
て
掲
載
。
以
下
、
京
博
断
簡
）。
京
博
断
簡
は
冒
頭
に
「
五
月
雨
晴
」
の
題
が
し
る
さ
れ
た
一
行
を
残
す
の
に
対
し
、
こ
の
断
簡
は
「
照
射
」
の
題
が
記
さ
れ
た
一
行
を
欠
い
て
い
る
が
、
人
数
は
ま
っ
た
く
同
じ
十
名
で
あ
る
。
か
か
る
断
簡
は
、
探
索
を
重
ね
る
な
ら
ば
、
さ
ら
に
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
に
違
い
な
い
。
ま
た
、
後
柏
原
の
歌
は
、『
柏
玉
集
』
に
収
め
ら
れ
て
い
な
い
が
、
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『
御
百
首
部
類
』
所
収
の
百
首
和
歌
の
ひ
と
つ
（「
歳
中
歳
暮
」
以
下
。『
列
聖
全
集
』
六
、
九
七
〜
一
一
二
頁
）
に
見
え
て
い
る
。
百
首
の
歌
題
が
『
貞
敦
親
王
御
詠
』
か
ら
知
ら
れ
る
と
こ
ろ
と
一
致
し
、「
五
月
雨
晴
」
も
京
博
断
簡
に
載
せ
る
も
の
と
同
じ
で
あ
り
、
巻
首
に
は
単
に
「
御
百
首
」
と
載
せ
る
だ
け
だ
が
、
こ
の
時
の
着
到
百
首
に
他
な
ら
な
い
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
但
し
、
京
博
断
簡
の
「
五
月
雨
晴
」
に
は
題
字
の
み
で
日
付
が
記
載
さ
れ
て
い
な
い
の
は
単
な
る
記
載
漏
れ
で
あ
ろ
う
か
。
最
近
、「
後
柏
原
天
皇
等
筆
着
到
懐
紙
」（
図
１
）（
以
下
「
本
着
到
懐
紙
」
と
称
す
る
）
を
拝
覧
す
る
機
会
に
恵
ま
れ
、
ご
所
蔵
者
に
本
稿
で
使
用
す
る
こ
と
を
許
さ
れ
た
。
本
着
到
懐
紙
は
「
三
日
都
鄙
歳
暮
」
の
題
で
一
〇
首
の
和
歌
が
書
か
れ
て
お
り
、
そ
の
中
の
一
首
で
あ
る
貞
敦
署
名
の
歌
が
、
書
陵
部
蔵
の
二
巻
の
貞
敦
親
王
の
「
都
鄙
歳
暮
」
題
の
歌
に
一
致
し
、
詠
進
者
一
〇
名
も
「
五
月
雨
晴
」
お
よ
び
「
照
射
」
の
一
〇
名
と
同
一
で
あ
る
。
従
っ
て
、
本
着
到
懐
紙
は
永
正
一
六
年
三
月
三
日
起
日
の
着
到
和
歌
断
簡
と
考
え
ら
れ
る
の
で
、「
一
」
で
詳
し
く
考
察
す
る
。
ま
た
、「
二
」
で
は
、
貞
敦
親
王
の
詠
進
歌
か
ら
、
三
条
西
実
隆
が
添
削
・
評
点
を
施
し
て
い
る
和
歌
を
取
り
上
げ
、
実
隆
の
歌
観
の
一
端
を
考
察
し
て
み
た
い
。
一
「
三
日
都
鄙
歳
暮
」
着
到
和
歌
懐
紙
に
つ
い
て
ま
ず
、
本
着
到
懐
紙
に
は
「
都
鄙
歳
暮
」
の
題
で
次
の
よ
う
に
、
一
首
を
二
行
書
に
し
て
一
〇
首
の
和
歌
が
墨
書
さ
れ
て
い
る
。（
翻
刻
に
際
し
て
、
便
宜
上
各
歌
に
①
か
ら
⑩
の
番
号
を
付
し
た
）。
三
日
都
鄙
歳
暮
①
あ
ま
さ
か
る
ひ
な
の
な
か
路
を
行
と
し
も
み
や
こ
よ
り
こ
そ
か
と
て
し
に
け
れ
為
和
②
海
山
の
い
つ
く
に
と
ま
る
年
も
あ
ら
は
み
や
こ
の
ほ
か
も
行
て
み
ま
し
を
康
親
③
暮
に
け
る
と
し
も
し
ら
れ
て
み
つ
き
も
の
み
や
こ
に
い
そ
く
民
の
ゆ
き
か
ひ
雅
綱
④
か
は
ら
め
や
み
や
こ
の
外
の
す
ま
ひ
に
も
春
の
と
な
り
の
事
し
け
き
世
は
⑤
道
し
あ
れ
や
都
の
外
の
い
つ
く
に
も
く
れ
行
と
し
の
関
守
も
な
し
永
宣
⑥
く
れ
け
り
と
け
ふ
は
都
の
人
な
み
に
か
た
つ
ゐ
中
も
お
し
む
年
か
な
秀
房
⑦
な
す
わ
さ
の
そ
の
国
ふ
り
に
か
は
る
と
も
み
や
こ
に
く
る
ゝ
と
し
や
行
ら
ん
貞
敦
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⑧
つ
も
り
そ
ふ
み
ち
を
お
も
へ
は
雪
ふ
り
き
こ
し
ち
は
先
や
と
し
の
く
れ
け
ん
公
條
⑨
い
な
し
き
の
道
も
さ
り
あ
へ
ぬ
往
来
に
や
宮
こ
に
く
る
ゝ
年
は
み
ゆ
ら
ん
為
孝
⑩
春
を
ま
ち
年
を
お
し
む
は
い
つ
れ
そ
と
み
や
こ
の
外
の
人
に
と
は
ゝ
や
知
仁
本
着
到
懐
紙
の
詠
進
者
一
〇
名
の
永
正
一
六
年
当
時
の
官
位
・
年
齢
及
び
生
没
年
は
次
の
通
り
で
あ
る
。
●
後
柏
原
天
皇
五
七
歳
後
土
御
門
院
皇
子
。
寛
正
五
（
一
四
六
四
）
〜
大
永
六
（
一
五
二
六
）・
四
・
七
六
三
歳
在
位
は
明
応
九
（
一
五
〇
〇
）・
一
〇
・
二
五
〜
大
永
六
・
四
・
七
●
知
仁
親
王
（
後
の
後
奈
良
天
皇
）
二
四
歳
後
柏
原
院
皇
子
。
明
応
五
（
一
四
九
六
）
〜
弘
治
三
（
一
五
五
七
）・
九
・
五
六
二
歳
●
伏
見
宮
貞
敦
親
王
三
一
歳
邦
高
親
王
皇
子
。
後
柏
原
猶
子
。
式
部
卿
延
徳
元
（
一
四
八
九
）
〜
元
亀
三
（
一
五
七
二
）・
七
・
二
五
八
五
歳
●
高
倉
永
宣
五
六
歳
永
親
男
。
従
二
位
前
権
中
納
言
寛
正
六
（
一
四
六
五
）
〜
大
永
七
（
一
五
二
七
）・
五
・
二
一
六
三
歳
●
三
条
西
公
条
三
三
歳
実
隆
男
。
従
二
位
権
中
納
言
、
太
宰
権
帥
長
享
元
（
一
四
八
七
）
〜
永
禄
六
（
一
五
六
三
）・
一
二
・
二
七
七
歳
●
下
冷
泉
為
孝
四
五
歳
政
為
男
。
正
三
位
権
中
納
言
文
明
七
（
一
四
七
五
）
〜
天
文
一
二
（
一
五
四
三
）・
二
・
一
八
六
九
歳
●
中
山
康
親
三
五
歳
宣
親
男
。
正
三
位
権
中
納
言
文
明
一
七
（
一
四
八
五
）
〜
天
文
七
（
一
五
三
八
）・
八
・
一
四
五
四
歳
●
冷
泉
為
和
三
四
歳
為
広
男
。
従
三
位
参
議
、
右
衛
門
督
文
明
一
八
（
一
四
八
六
）
〜
天
文
一
八
（
一
五
四
九
）・
七
・
一
〇
六
四
歳
●
万
里
小
路
秀
房
二
八
歳
賢
房
男
。
正
四
位
下
左
中
弁
、
蔵
人
頭
明
応
元
（
一
四
九
二
）
〜
永
禄
六
（
一
五
六
三
）・
一
一
・
一
二
七
二
歳
●
飛
鳥
井
雅
綱
三
一
歳
雅
俊
男
。
従
四
位
上
左
中
将
長
享
三
（
一
四
八
九
）
〜
永
禄
六
（
一
五
六
三
）・
八
・
二
一
七
五
歳
す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
、
本
着
到
懐
紙
の
年
代
を
比
定
す
る
決
め
手
の
一
つ
は
、
⑧
の
貞
敦
署
名
の
「
な
す
わ
さ
の
そ
の
国
ふ
り
に
か
は
る
と
も
み
や
こ
に
く
る
ゝ
と
し
や
行
ら
ん
」
と
全
く
同
じ
歌
が
、
書
陵
部
蔵
の
「
和
歌
巻
」
お
よ
び
「
詠
草
和
歌
巻
」
に
収
録
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
こ
と
に
よ
り
、
百
首
の
組
題
の
出
典
が
、
文
永
八
（
一
二
七
一
）
年
六
月
に
催
さ
れ
た
中
務
卿
親
王
（
宗
尊
親
王
）
家
歌
合
の
題
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。（
日
付
は
稿
者
記
入
）。
春
秋
各
十
五
首
歳
中
立
春
（
三
月
三
日
）
六
月
立
秋
（
四
日
）
霞
遠
山
衣
（
五
日
）
霧
織
女
帳
（
六
日
）
梅
香
留
袖
（
七
日
）
荻
音
近
枕
（
八
日
）
水
郷
柳
（
九
日
）
故
郷
萩
（
十
日
）
渓
蕨
（
十
一
日
）
砌
蘭
（
十
二
日
）
春
月
（
十
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三
日
）
秋
霧
（
十
四
日
）
春
曙
（
十
五
日
）
秋
夕
（
十
六
日
）
春
風
（
十
七
日
）
秋
田
（
十
八
日
）
初
花
（
十
九
日
）
新
月
（
廿
日
）
盛
華
（
廿
一
日
）
明
月
（
廿
二
日
）
落
花
（
廿
三
日
）
残
月
（
廿
四
日
）
連
日
苗
代
（
廿
五
日
）
隔
夜
梼
衣
（
廿
六
日
）
橋
辺
藤
（
廿
七
日
）
沢
畔
菊
（
廿
八
日
）
岸
欵
冬
（
廿
九
日
）
嶺
紅
葉
（
四
月
一
日
）
暮
春
鴬
（
二
日
）
晩
秋
鹿
（
三
日
）
夏
冬
各
十
五
首
首
夏
（
四
月
四
日
）
初
冬
（
五
日
）
卯
花
（
六
日
）
時
雨
（
七
日
）
廬
橘
（
八
日
）
落
葉
（
九
日
）
早
苗
多
（
十
日
）
寒
草
少
（
十
一
日
）
嶋
夏
草
（
十
二
日
）
江
寒
蘆
（
十
三
日
）
月
前
時
鳥
（
十
四
日
）
雪
朝
遠
村
（
十
五
日
）
雲
間
時
鳥
（
十
六
日
）
雪
中
待
人
（
十
七
日
）
雨
後
郭
公
（
十
八
日
）
雪
中
興
遊
（
十
九
日
）
五
月
雨
晴
（
廿
日
）
千
鳥
暁
鳴
（
廿
一
日
）
照
射
（
廿
二
日
）
網
代
（
廿
三
日
）
鵜
川
蛍
（
廿
四
日
）
狩
場
霙
（
廿
五
日
）
杜
蝉
（
廿
六
日
）
神
楽
（
廿
七
日
）
晩
立
（
廿
八
日
）
仏
名
（
廿
九
日
）
晩
（
暁
）
蚊
遣
火
（
丗
日
）
深
夜
埋
火
（
五
月
一
日
）
貴
賎
夏
祓
（
二
日
）
都
鄙
歳
暮
（
三
日
）
恋
雑
各
廿
首
寄
月
恋
（
五
月
四
日
）
鐘
声
何
方
（
五
日
）
寄
風
恋
（
六
日
）
松
風
入
琴
（
七
日
）
寄
雲
恋
（
八
日
）
雲
浮
野
水
（
九
日
）
寄
雨
恋
（
十
日
）
田
家
暮
雨
（
十
一
日
）
寄
煙
恋
（
十
二
日
）
遠
村
煙
繊
（
十
三
日
）
寄
山
恋
（
十
四
日
）
山
路
旅
行
（
十
五
日
）
寄
野
恋
（
十
六
日
）
原
上
旅
宿
（
十
七
日
）
寄
浦
恋
（
十
八
日
）
湊
頭
旅
泊
（
十
九
日
）
寄
杣
恋
（
廿
日
）
山
家
人
稀
（
廿
一
日
）
寄
関
恋
（
廿
二
日
）
澗
戸
鳥
帰
（
廿
三
日
）
寄
松
恋
（
廿
四
日
）
夜
鶴
鳴
皐
（
廿
五
日
）
寄
杉
恋
（
廿
六
日
）
暁
猿
叫
峡
（
廿
七
日
）
寄
竹
恋
（
廿
八
日
）
江
亭
眺
望
（
廿
九
日
）
寄
草
恋
（
六
月
一
日
）
草
庵
胎
俤
（
二
日
）
寄
葛
恋
（
三
日
）
林
下
幽
閑
（
四
日
）
寄
玉
恋
（
五
日
）
窓
灯
為
尽
（
六
日
）
寄
鐘
恋
（
七
日
）
対
鐘
悲
老
（
八
日
）
寄
衣
恋
（
九
日
）
述
懐
依
人
（
十
日
）
寄
枕
恋
（
十
一
日
）
往
事
催
涙
（
十
二
日
）
寄
莚
恋
（
十
三
日
）
社
頭
祝
言
（
十
四
日
）
『
明
題
部
類（
４
）
抄
』
に
よ
る
と
、
こ
の
百
首
題
は
文
永
八
（
一
二
七
一
）
年
六
月
に
中
務
卿
（
宗
尊
）
親
王
家
歌
合
に
出
題
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
春
秋
の
題
が
交
互
に
各
一
五
首
、
夏
冬
が
同
じ
く
交
互
に
各
一
五
首
、
恋
雑
が
交
互
に
各
二
〇
首
と
合
わ
せ
て
百
首
と
い
う
珍
し
い
配
置
構
成
に
な
っ
て
い
る
。
本
着
到
懐
紙
の
題
「
都
鄙
歳
暮
」
は
夏
冬
各
一
五
首
か
ら
成
る
最
後
の
題
で
、
三
月
三
日
起
日
か
ら
六
〇
日
目
の
五
月
三
日
の
着
到
歌
に
該
当
す
る
の
で
、
本
着
到
懐
紙
の
「
三
日
都
鄙
歳
暮
」
の
日
付
と
齟
齬
は
な
い
。
ま
た
、
貞
敦
親
王
以
外
の
詠
進
歌
で
は
、
公
條
の
⑧
の
歌
「
つ
も
り
そ
ふ
み
ち
を
お
も
へ
は
雪
ふ
か
き
こ
し
ち
は
先
や
と
し
の
く
れ
け
ん
」
と
同
様
な
歌
が
『
称
名
院
集
（
公
（
５
）
条
）』（『
新
編
国
歌
大
観
第
八
巻
』）
一
〇
一
〇
番
に
収
録
さ
れ
て
い
る
。
但
し
、
題
は
「
都
鄙
歳
暮
」
と
し
て
「
つ
も
り
そ
ふ
道
を
思
へ
ば
雪
ふ
か
き
こ
し
ち
は
先
や
年
の
暮
れ
な
ん
」
と
、
五
句
目
に
校
異
が
あ
る
。
歌
の
肩
書
に
「
御
着
」
と
あ
る
だ
け
で
年
月
は
明
記
さ
れ
て
お
ら
ず
不
明
で
あ
る
が
、
本
着
到
懐
紙
が
原
典
で
あ
ろ
う
と
推
察
さ
れ
る
。
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そ
れ
な
ら
ば
、
五
句
目
に
校
異
が
生
じ
た
理
由
は
な
ん
で
あ
ろ
う
か
。「
称
名
院
抄
」
は
、
そ
の
解
説
に
よ
る
と
、
江
戸
中
期
の
写
本
で
あ
る
祐
徳
稲
荷
中
川
文
庫
本
を
底
本
と
し
て
い
る
と
い
う
の
で
、
一
つ
に
は
転
写
を
繰
り
返
す
中
に
誤
写
さ
れ
た
可
能
性
も
あ
ろ
う
。
も
う
一
つ
は
詠
進
後
に
新
た
に
誰
か
に
添
削
を
依
頼
し
て
修
正
し
た
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
。「
と
し
の
く
れ
け
ん
」
と
「
年
の
く
れ
な
ん
」
の
意
味
の
違
い
は
、
前
者
は
過
去
推
量
の
助
動
詞
で
あ
る
か
ら「
つ
も
り
添
う
道
を
思
う
と
、雪
深
い
越
路
は
遠
く
て
年
が
暮
れ
て
し
ま
っ
た
で
あ
ろ
う
か
」
と
な
る
。
後
者
は
未
来
推
量
と
な
り
「
つ
も
り
添
う
道
を
思
う
と
、
雪
深
い
越
路
は
ま
だ
遠
い
の
か
、
年
が
暮
れ
て
し
ま
う
だ
ろ
う
か
」
と
な
り
、「
く
れ
な
ん
」
の
方
が
分
か
り
や
す
い
の
で
、
修
正
し
た
と
も
考
え
ら
れ
る
が
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。
四
首
目
の
歌
に
は
署
名
が
な
い
の
で
、
後
柏
原
天
皇
の
詠
進
歌
と
推
定
さ
れ
る
。
当
該
の
和
歌
は
、
後
柏
原
天
皇
の
家
集
で
あ
る
『
柏
玉
集
』
に
は
収
録
さ
れ
て
い
な
い
が
、『
列
聖
全
集
』
に
は
載
っ
て
い
る
。
御
製
は
無
署
名
が
通
例
で
あ
る
が
、「
女
房
」「
愚
詠
」
等
の
隠
名
で
詠
進
す
る
場
合
も
（
６
）
あ
る
。
十
首
目
の
知
仁
親
王
（
後
奈
良
天
皇
）
の
詠
進
歌
は
、『
後
奈
良
院
（
７
）
御
集
』
に
は
収
録
さ
れ
て
い
な
い
。
既
存
の
古
記
録
で
は
、
鷲
尾
隆
康
の
日
記
『
二
水
記
一
』
永
正
一
六
年
三
月
三
日
の
条
に
三
日
従
今
日
百
日
着
到
和
歌
有
之
、
可
詠
進
之
由
被
仰
下
、
辞
退
申
入
了
、
と
あ
る
。
永
正
一
六
年
三
月
三
日
の
時
点
で
、
正
三
位
参
議
に
連
な
る
三
五
歳
で
あ
る
隆
康
に
よ
る
、
禁
中
で
着
到
和
歌
会
が
開
始
さ
れ
た
こ
と
を
裏
付
け
る
記
事
で
は
あ
る
が
、
残
念
な
こ
と
に
隆
康
自
身
は
辞
退
を
申
し
入
れ
て
参
加
し
て
い
な
い
の
で
、
こ
の
日
以
降
に
関
連
す
る
記
事
は
書
か
れ
て
い
な
い
。
し
か
し
、
三
日
以
降
も
ほ
ぼ
連
日
参
内
し
て
い
る
記
事
が
続
き
、
月
次
の
歌
会
・
連
歌
会
・
楽
会
に
は
必
ず
出
席
し
て
い
る
。
そ
う
で
あ
る
の
に
、
名
誉
で
あ
る
は
ず
の
天
皇
の
勅
命
に
よ
る
着
到
和
歌
詠
進
を
な
ぜ
辞
退
し
た
の
か
は
不
明
で
あ
る
。
高
齢
・
病
気
で
も
な
く
、
公
的
な
理
由
で
も
な
く
辞
退
す
る
自
由
が
当
時
の
廷
臣
に
は
あ
っ
た
の
か
、
と
も
か
く
も
印
象
的
な
記
事
で
あ
る
。
七
首
目
の
伏
見
宮
貞
敦
親
王
の
詠
進
歌
の
書
体
は
、「
和
歌
巻
」
及
び
「
詠
草
和
歌
巻
」
の
特
に
二
句
三
句
に
あ
た
る
「
国
ふ
り
に
か
は
る
と
も
」
の
筆
跡
及
び
署
名
か
ら
見
て
、
同
一
人
と
し
て
良
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
と
こ
ろ
で
、
本
着
到
懐
紙
の
書
風
に
関
し
て
は
、『
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
研
究
（
８
）
報
告
』
の
「
洛
中
洛
外
図
屏
風
（
歴
博
甲
本
）
に
貼
ら
れ
た
付
箋
の
書
」
と
い
う
論
文
の
中
で
、
海
野
圭
介
氏
・
中
村
健
太
郎
氏
が
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。室
町
時
代
の
書
が
多
く
残
さ
れ
る
短
冊
な
ど
の
縦
長
の
料
紙
に
書
か
れ
た
書
に
は
、
字
形
が
扁
平
で
湾
曲
し
た
線
の
内
側
が
ゆ
っ
た
り
と
広
く
造
形
さ
れ
、
そ
の
た
め
に
丸
み
を
帯
び
た
印
象
を
与
え
る
形
態
の
も
の
が
多
い
。（
中
略
）
文
字
を
構
成
す
る
個
々
の
筆
画
も
、
行
の
バ
ラ
ン
ス
や
構
成
の
た
め
に
省
筆
や
変
形
が
行
わ
れ
る
こ
と
も
少
な
く
、
ま
た
、
連
綿
に
よ
る
行
の
構
成
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は
希
薄
で
個
々
の
文
字
の
独
立
性
も
強
い
た
め
、
実
際
の
文
字
の
大
小
に
拘
わ
ら
ず
総
体
的
に
大
き
く
堂
々
と
し
た
印
象
を
受
け
る
。
懐
紙
や
短
冊
と
い
っ
た
晴
の
歌
会
に
提
出
す
る
和
歌
を
書
写
す
る
た
め
に
は
、
そ
の
清
書
法
（
歌
題
や
位
署
の
書
き
方
、
和
歌
の
文
字
の
紙
面
構
成
や
墨
の
継
ぎ
方
な
ど
の
作
法
）
の
習
得
と
と
も
に
、
そ
こ
に
書
写
す
る
文
字
造
形
の
修
練
が
求
め
ら
れ
た
。
能
筆
と
さ
れ
る
技
量
を
誇
る
特
定
の
書
写
者
以
外
に
も
、
あ
る
程
度
の
共
通
性
を
持
っ
た
書
の
特
質
が
共
有
さ
れ
る
下
地
は
存
在
し
て
い
た
。
図
１
は
、
後
柏
原
天
皇
、
知
仁
親
王
と
廷
臣
達
が
そ
れ
ぞ
れ
自
筆
で
記
し
た
和
歌
が
並
ぶ
。
個
々
の
和
歌
を
見
る
と
文
字
の
造
形
に
は
そ
れ
ぞ
れ
に
個
性
が
見
て
取
れ
る
が
、
概
し
て
言
え
ば
先
に
記
し
た
よ
う
な
扁
平
で
丸
み
を
帯
び
た
字
形
、
太
く
強
い
線
、
大
ぶ
り
で
堂
々
と
し
た
筆
画
な
ど
の
特
徴
が
共
有
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
理
解
さ
れ
よ
う
。
晴
の
歌
会
に
提
出
す
る
懐
紙
・
短
冊
の
清
書
法
の
習
得
の
過
程
で
、
能
筆
家
以
外
の
廷
臣
達
も
書
の
修
練
に
よ
り
書
の
共
通
性
が
培
わ
れ
た
と
い
う
。
特
に
着
到
懐
紙
の
場
合
は
、
詠
進
者
の
寄
せ
書
き
で
あ
る
か
ら
、
自
分
よ
り
前
の
順
番
に
位
置
す
る
筆
者
の
書
体
や
書
き
方
に
影
響
さ
れ
る
可
能
性
も
あ
り
、
ま
た
、
天
地
の
文
字
や
行
取
り
が
他
の
人
の
和
歌
の
配
置
と
突
出
し
な
い
よ
う
に
配
慮
す
る
必
要
も
あ
ろ
う
。
そ
れ
故
に
、
個
人
の
懐
紙
や
短
冊
の
書
体
よ
り
も
個
性
が
な
お
さ
ら
弱
ま
り
類
似
す
る
も
の
と
想
像
さ
れ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
一
首
目
の
上
冷
泉
為
和
の
歌
は
定
家
樣
の
書
体
で
書
か
れ
て
い
る
。『
影
印
日
本
の
（
９
）
書
流
』
に
よ
る
と
、
為
和
は
「
定
家
一
統
で
こ
の
時
代
に
残
る
唯
一
の
家
の
当
主
で
あ
り
、
定
家
が
没
し
て
か
ら
お
よ
そ
二
百
七
十
年
。
こ
の
間
、
現
存
す
る
筆
跡
か
ら
は
、
誰
一
人
と
し
て
定
家
樣
を
書
く
人
が
見
ら
れ
な
か
っ
た
の
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
突
如
と
し
て
こ
こ
に
定
家
樣
の
書
き
手
が
現
れ
た
最
初
の
人
」
で
あ
り
、
残
さ
れ
た
書
跡
は
「
す
べ
て
定
家
樣
の
書
」
で
あ
る
と
い
う
。
そ
の
お
蔭
か
、「
三
日
都
鄙
歳
暮
」
の
題
字
も
定
家
樣
で
あ
る
こ
と
が
分
か
り
、
し
か
も
和
歌
と
同
じ
筆
跡
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
着
到
和
歌
に
お
い
て
は
、
当
日
の
最
初
の
詠
進
者
が
日
付
及
び
題
も
記
入
す
る
作
法
が
あ
っ
た
と
類
推
さ
（
１０
）
れ
る
。
二
貞
敦
親
王
着
到
和
歌
永
正
一
六
年
三
月
三
日
起
日
の
後
柏
原
天
皇
主
催
に
よ
る
着
到
和
歌
会
の
一
〇
名
の
詠
進
者
の
一
人
が
伏
見
宮
貞
敦
親
王
で
あ
る
。「
詠
草
和
歌
巻
」
は
、
詠
進
に
先
立
ち
、
各
題
二
首
（
一
首
・
三
首
も
あ
る
が
）
の
自
詠
草
に
後
柏
原
天
皇
が
合
点
・
添
削
を
施
し
た
も
の
で
あ
り
、「
和
歌
巻
」
は
詠
進
後
の
親
王
の
着
到
歌
に
三
条
西
実
隆
が
添
削
・
評
語
・
合
点
を
施
し
た
も
の
で
あ
る
。
「
詠
草
和
歌
巻
」
は
、
着
到
に
詠
進
す
る
前
に
、
各
詠
者
が
自
分
の
歌
を
完
成
さ
せ
る
作
法
・
手
順
を
推
察
で
き
る
資
料
で
あ
り
、
且
つ
、
添
削
者
で
あ
る
後
柏
原
天
皇
の
歌
観
を
知
る
好
材
料
で
も
あ
る
。
後
日
考
察
を
加
え
、
当
時
の
歌
壇
の
中
心
歌
人
で
あ
る
後
柏
原
天
皇
と
実
隆
の
歌
観
の
特
長
や
違
い
な
ど
を
明
ら
か
に
し
た
い
。
本
稿
で
は
、詠
進
し
た
着
到
和
歌
百
首
に
実
隆
が
添
削
・
評
語
を
加
え
た「
和
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歌
巻
」
に
焦
点
を
あ
て
、
そ
の
中
で
、
実
隆
が
添
削
・
評
語
を
加
え
て
い
る
三
六
首
の
和
歌
を
次
の
三
つ
に
分
類
し
て
、
実
隆
の
歌
観
の
一
端
を
考
察
し
て
み
た
い
。
な
お
、
実
隆
に
よ
る
添
削
は
、
歌
の
末
尾
に
〈
実
〉
と
略
記
し
て
示
す
。
（
一
）
付
属
語
・
補
助
用
言
を
添
削
し
た
和
歌
五
首
。
（
二
）
自
立
語
を
中
心
と
す
る
表
現
を
添
削
し
た
和
歌
二
六
首
。
（
三
）
評
語
の
み
を
付
し
た
和
歌
五
首
。
な
お
、「
和
歌
巻
」
の
奥
書
に
三
条
西
実
隆
筆
で
「
僻
案
愚
點
廿
一
首
」
と
記
さ
れ
て
い
る
通
り
、
二
一
首
の
歌
に
合
点
が
付
さ
れ
て
い
る
。
合
点
を
付
し
た
歌
に
つ
い
て
も
当
然
考
察
を
加
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
そ
の
中
、
八
首
は
添
削
さ
れ
た
後
に
合
点
が
付
さ
れ
て
お
り
判
定
に
困
難
が
伴
う
の
で
、
今
回
は
合
点
の
有
無
に
つ
い
て
は
取
り
上
げ
な
い
で
全
体
を
概
観
し
て
み
る
こ
と
に
す
る
。
（
一
）
付
属
語
・
補
助
用
言
を
添
削
し
た
和
歌
霧
織
女
帳
あ
く
る
夜
を
た
ち
や
へ
た
て
ん
天
河
霧
を
と
は
り
の
あ
ふ
瀬
な
り
せ
は
（
訳
）
明
け
る
夜
を
天
の
川
の
霧
が
立
ち
隔
て
る
の
だ
ろ
う
か
、
こ
の
霧
を
帳
と
す
る
逢
瀬
で
あ
れ
ば
よ
い
の
に
。
あ
く
る
夜
を
立﹇
や
﹈へ
た
て
な
欤
◌
ん
天
河
霧
を
と
は
り
の
あ
ふ
せ
な
り
せ
は〈
実
〉
（
訳
）
明
け
る
夜
を
天
の
川
の
霧
が
立
ち
隔
て
て
ほ
し
い
。
こ
の
霧
を
帳
と
す
る
逢
瀬
で
あ
れ
ば
よ
い
の
に
。
題
は
、
霧
・
織
女
・
帳
か
ら
成
る
が
、
原
歌
で
は
織
女
の
要
素
が
は
っ
き
り
し
な
い
。
実
隆
は
、「
へ
た
て
ん
」
を
「
へ
た
て
な
ん
」
と
改
め
、
織
女
の
願
望
が
前
面
に
出
る
和
歌
と
し
た
。
佛
名
と
な
へ
お
く
三
世
の
仏
に
た
て
ま
つ
る
は
な
も
そ
れ
か
と
ふ
れ
る
白
雪
（
訳
）
そ
の
名
を
唱
え
お
く
三
世
の
仏
に
奉
る
花
で
あ
る
か
の
よ
う
に
降
っ
て
い
る
白
雪
だ
な
あ
。
唱
て
ふ
欤
を
く
三
世
の
仏
に
た
て
ま
つ
る
は
な
も
そ
れ
か
と
ふ
れ
る
し
ら
雪
〈
実
〉
（
訳
）
唱
え
る
と
い
う
三
世
の
仏
に
奉
る
花
で
あ
る
か
の
よ
う
に
降
っ
て
い
る
白
雪
だ
な
あ
。
原
歌
の
「
と
な
へ
お
く
」
は
、
予
め
唱
え
て
お
く
の
意
か
。
や
や
意
味
が
と
り
に
く
く
、
話
者
（
詠
作
主
体
）
の
位
置
も
は
っ
き
り
し
な
い
。
実
隆
は
こ
れ
を
「
唱
て
ふ
」
と
改
め
、
宮
中
で
行
わ
れ
る
仏
名
会
の
場
と
、
屋
外
で
降
る
雪
を
眺
め
て
い
る
話
者
（
詠
作
主
体
）
の
位
置
と
を
切
り
離
し
て
い
る
。
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寄
月
戀
我
な
み
た
な
か
む
る
た
ひ
に
お
ち
そ
ひ
て
中
〳
〵
月
そ
思
ひ
と
は
な
る
（
訳
）
私
の
涙
が
月
を
眺
め
る
た
び
に
さ
ら
に
こ
ぼ
れ
落
ち
て
、
却
っ
て
月
が
私
の
苦
し
み
と
な
る
の
だ
。
我
な
み
た
な
か
む
る
か
ら
欤
た
ひ
に
落
そ
ひ
て
中
〳
〵
月
そ
思
ひ
と
は
な
る
〈
実
〉
（
訳
）
私
の
涙
が
眺
め
る
と
す
ぐ
に
こ
ぼ
れ
落
ち
る
の
は
、
心
を
慰
め
よ
う
と
眺
め
て
月
が
、
か
え
っ
て
私
の
苦
し
み
と
な
る
の
だ
。
原
歌
で
は
、
何
度
も
眺
め
ら
れ
て
い
る
月
に
重
点
が
置
か
れ
、
恋
歌
の
要
素
が
弱
く
な
っ
て
い
る
。
添
削
後
の
「
な
が
む
る
か
ら
に
」
は
、
恋
を
す
る
話
者
の
切
な
い
思
い
に
焦
点
を
絞
っ
た
表
現
に
な
っ
て
い
る
。
原
上
旅
宿
故
郷
を
し
の
ふ
か
原
の
草
ま
く
ら
露
も
み
た
れ
て
み
る
夢
も
な
し
（
訳
）
故
郷
を
偲
ぶ
忍
が
原
の
草
枕
で
は
、
露
（
涙
）
も
乱
れ
て
見
る
夢
も
な
い
な
あ
。
故
郷
を
し
の
ふ
か
原
の
草
ま
く
ら
の
欤
露
も
み
た
れ
て
み
る
夢
も
な
し
〈
実
〉
（
訳
）
故
郷
を
偲
ぶ
忍
が
原
の
草
枕
で
は
、
露
（
涙
）
も
乱
れ
て
見
る
夢
も
な
い
な
あ
。
四
句
「
露
も
み
た
れ
て
」
で
は
露
以
外
に
も
乱
れ
て
い
る
も
の
が
あ
る
と
思
わ
せ
る
の
で
、
実
隆
は
「
露
の
み
た
れ
て
」
と
添
削
し
て
、
露
に
焦
点
を
絞
っ
て
す
っ
き
り
し
た
表
現
に
し
て
い
る
。
述
懐
依
人
世
中
は
た
か
う
へ
と
て
も
お
も
ふ
こ
と
か
は
ら
て
か
は
る
心
な
り
け
り
（
訳
）
世
の
中
は
誰
の
身
の
う
え
と
し
て
も
、
思
う
と
い
う
こ
と
は
変
わ
ら
な
い
が
、
思
う
中
身
は
人
に
よ
り
異
な
る
も
の
だ
。
世
中
は
た
か
う
へ
と
て
も
お
も
ふ
こ
と
か
は
ら
て
か
は
る
心
る
ら
ん
欤
な
り
け
り
〈
実
〉
（
訳
）
世
の
中
は
誰
の
身
の
う
え
と
し
て
も
、
思
う
と
い
う
こ
と
は
変
わ
ら
な
い
が
、
思
う
中
身
は
人
に
よ
り
異
な
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
実
隆
は
「
心
な
り
け
り
」
の
断
定
表
現
を
「
心
な
る
ら
ん
」
と
推
量
表
現
に
添
削
し
て
、「
述
懐
依
人
」
の
題
詠
歌
と
し
て
無
理
の
な
い
普
遍
性
を
も
た
せ
て
い
る
。
（
二
）
自
立
語
を
中
心
と
す
る
表
現
を
添
削
し
た
和
歌
こ
こ
で
は
、
自
立
語
を
中
心
と
し
た
表
現
を
添
削
し
た
和
歌
二
六
首
の
中
、
①
比
較
的
短
い
表
現
を
添
削
し
た
和
歌
一
〇
首
と
、
②
比
較
的
長
い
表
現
を
何
か
所
に
も
わ
た
っ
て
添
削
し
て
い
る
和
歌
一
六
首
の
二
つ
に
便
宜
的
に
分
類
し
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て
、
実
隆
の
添
削
の
方
向
性
を
概
観
し
て
み
た
い
。
①
短
い
表
現
を
添
削
し
た
和
歌
春
月
見
す
も
あ
ら
ぬ
月
を
霞
に
か
こ
ち
て
も
又
み
し
か
夜
の
春
の
一
時
（
訳
）
は
っ
き
り
見
え
な
い
が
見
え
な
い
こ
と
も
な
い
朧
ろ
な
月
を
霞
の
せ
い
に
し
て
不
平
を
言
っ
て
も
、
ま
た
春
の
短
夜
は
一
瞬
で
明
け
て
し
ま
う
。
見
る
か
う
ち
欤
す
も
あ
ら
ぬ
月
を
か
す
み
に
か
こ
ち
て
も
又
み
し
か
夜
の
春
の
一
と
き〈
実
〉
（
訳
）
月
を
見
る
間
、
朧
ろ
な
月
を
霞
の
せ
い
に
し
て
不
平
を
言
っ
て
も
、
ま
た
春
の
短
夜
は
一
瞬
で
明
け
て
し
ま
う
。
霞
む
朧
月
を
い
く
ら
不
満
に
思
っ
て
い
て
も
、
春
の
短
夜
が
明
け
て
し
ま
え
ば
そ
れ
で
す
べ
て
終
わ
っ
て
し
ま
う
。
実
隆
が
「
見
る
か
う
ち
」
と
添
削
し
た
こ
と
に
よ
り
、
上
の
句
と
下
の
句
の
関
係
が
よ
り
明
確
に
な
っ
た
。
春
風
雲
か
す
み
か
さ
な
る
空
を
分
か
ね
て
か
せ
も
春
に
や
や
と
り
と
る
ら
ん
（
訳
）
雲
と
霞
が
重
な
る
空
を
か
き
分
け
る
こ
と
が
出
来
な
く
て
、
風
も
春
の
空
間
に
宿
を
と
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
雲
霞
か
さ
な
る
空
を
分
か
ね
て
風
も
春
に
や
□
□
□
欤
や
と
り
と
る
覧
〈
実
〉
（
訳
）
雲
と
霞
が
重
な
る
空
を
か
き
分
け
る
こ
と
が
出
来
な
く
て
、
風
も
春
の
空
間
に
□
□
□
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
風
が
春
に
宿
る
と
い
う
原
歌
の
表
現
は
意
味
が
と
り
に
く
い
。
そ
の
「
や
と
り
」
を
実
隆
は
直
し
て
い
る
が
、
残
念
な
が
ら
原
本
が
虫
損
で
読
み
取
れ
な
い
。
首
夏
風
か
ろ
き
袂
も
涼
し
夏
こ
ろ
も
春
の
色
に
は
思
ひ
か
へ
ね
と
（
訳
）
風
が
軽
い
袂
も
涼
し
い
夏
衣
よ
。
私
は
春
（
衣
）
の
色
を
忘
れ
て
心
を
移
し
て
は
い
な
い
が
。
風
か
よ
ふ
ろ
き
た
も
と
も
か
ろ
欤
涼
し
夏
こ
ろ
も
春
の
色
に
は
思
か
へ
ね
と
〈
実
〉
（
訳
）
風
か
よ
う
袂
も
軽
い
夏
衣
よ
。
私
は
春
（
衣
）
の
色
を
忘
れ
て
心
を
移
し
て
は
い
な
い
が
。
原
歌
の
「
風
か
ろ
き
」「
袂
も
涼
し
」
で
は
形
容
詞
が
重
な
り
、
内
容
的
に
も
重
複
す
る
の
で
、
実
隆
は
「
風
か
よ
ふ
袂
も
か
ろ
し
」
と
改
め
て
、
主
語
・
述
語
の
関
係
を
整
え
て
い
る
。
時
雨
山
か
せ
の
雲
吹
を
く
る
あ
と
に
又
ふ
る
や
い
つ
く
の
し
く
れ
な
る
ら
ん
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（
訳
）
山
風
が
雲
を
吹
き
送
る
後
に
ま
た
、
降
る
の
は
ど
こ
の
時
雨
だ
ろ
う
か
。
山
風
の
雲
ふ
き
つ
く
す
欤
を
く
る
あ
と
に
ま
た
ふ
る
や
い
つ
く
の
時
雨
な
る
ら
む
〈
実
〉
（
訳
）
山
風
が
雲
を
吹
き
つ
く
す
後
に
ま
た
、
降
る
は
ど
こ
の
時
雨
だ
ろ
う
か
。
原
歌
の
「
ふ
き
お
く
る
」
で
は
、
ま
だ
雲
が
空
に
残
っ
て
い
る
感
が
否
め
な
い
。「
ふ
き
つ
く
す
」
と
い
う
強
い
表
現
に
変
え
る
こ
と
で
、
す
っ
か
り
雲
が
晴
れ
て
い
る
の
に
時
雨
が
降
っ
て
い
る
の
は
、
山
風
が
他
所
の
時
雨
を
運
ん
で
き
て
い
る
か
ら
だ
と
し
て
、
風
に
雲
を
払
い
時
雨
を
運
ぶ
と
い
う
二
通
り
の
機
能
を
も
た
せ
て
い
る
。
嶋
夏
草
舟
な
か
ら
か
る
人
な
ら
し
河
嶋
の
水
の
緑
も
ふ
か
き
な
つ
草
（
訳
）
舟
に
い
な
が
ら
草
を
刈
る
人
だ
な
あ
。
河
嶋
の
水
に
映
る
緑
も
深
い
夏
草
だ
。
舟
な
か
ら
か
る
袖
す
ゝ
し
欤
人
な
ら
し
河
し
ま
の
水
の
み
と
り
も
ふ
か
き
な
つ
草
〈
実
〉
（
訳
）
舟
に
い
な
が
ら
刈
る
人
の
袖
も
涼
し
い
。
河
嶋
の
水
の
緑
も
深
い
夏
草
だ
。
「
な
ら
し
（
な
る
ら
し
）」
は
も
と
も
と
推
定
表
現
で
あ
る
が
、
原
歌
は
そ
れ
を
詠
嘆
の
表
現
と
し
て
用
い
て
い
る
よ
う
だ
。
も
と
も
と
の
推
定
表
現
で
も
詠
嘆
表
現
で
も
、
と
も
に
原
歌
の
初
二
句
と
三
句
以
下
は
う
ま
く
結
び
つ
か
な
い
。
実
隆
は
「
袖
す
ゝ
し
」
と
事
実
の
表
現
に
添
削
し
、
全
体
を
人
と
景
を
描
写
し
た
歌
に
改
め
て
い
る
。
杜
蝉
を
く
露
も
こ
ぬ
秋
か
け
て
空
蝉
の
な
く
音
く
る
し
き
杜
の
下
か
け
（
訳
）
置
く
露
も
な
か
な
か
来
な
い
秋
を
先
駆
け
て
、
蝉
の
鳴
く
声
が
苦
し
そ
う
に
聞
え
る
暑
い
杜
の
下
か
げ
よ
。
を
く
露
も
て
る
日
に
き
え
欤
こ
ぬ
秋
か
け
て
う
つ
蝉
の
な
く
音
く
る
し
き
杜
の
下
か
け
〈
実
〉
（
訳
）
置
く
露
も
照
り
つ
け
る
日
に
消
え
て
、
蝉
の
鳴
く
声
が
暑
さ
で
つ
ら
そ
う
に
聞
え
る
杜
の
下
陰
よ
。
原
歌
で
は
、
露
の
置
く
情
景
と
、
蝉
の
鳴
く
情
景
が
、
う
ま
く
繋
が
ら
な
い
。
実
隆
が
「
を
く
露
も
て
る
日
に
消
え
て
」
と
添
削
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
一
首
全
体
と
し
て
夏
の
暑
さ
を
強
調
し
、
蝉
の
苦
し
さ
が
よ
く
伝
わ
る
歌
に
な
っ
て
い
る
。遠
村
煙
繊
山
ふ
か
く
す
む
身
し
ら
れ
て
朝
夕
の
心
ほ
そ
さ
を
煙
に
そ
み
る
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（
訳
）
山
深
く
住
む
身
が
知
ら
れ
て
朝
夕
の
心
細
さ
を
立
ち
上
る
煙
で
知
る
。
山
ふ
か
く
す
む
身
さ
そ
な
と
欤
し
ら
れ
て
朝
夕
の
こ
ゝ
ろ
ほ
そ
さ
を
煙
に
そ
見
る
〈
実
〉
（
訳
）
山
深
く
住
む
身
は
さ
だ
め
し
と
、
朝
夕
の
心
細
さ
を
煙
で
知
る
。
原
歌
の
上
の
句
は
、
山
深
く
住
む
人
物
が
自
分
の
境
遇
を
身
に
し
み
て
知
る
と
い
う
意
味
に
も
解
さ
れ
そ
う
な
表
現
で
あ
る
。
実
隆
は
「
さ
そ
な
」
と
添
削
し
、
一
首
を
遠
く
か
ら
煙
を
眺
め
た
歌
と
し
て
統
一
し
て
い
る
。
山
家
人
稀
を
の
つ
か
ら
鳥
獣
を
友
と
し
て
身
を
お
く
山
そ
人
は
音
せ
ぬ
（
訳
）
お
の
ず
と
鳥
獣
を
友
と
し
て
身
を
置
く
奥
山
に
、
人
は
訪
れ
は
し
な
い
。
を
の
つ
か
ら
鳥
獣
を
友
と
し
て
身
を
お
く
山
は
行
人
も
な
し
欤
そ
人
は
音
せ
ぬ
〈
実
〉
（
訳
）
お
の
ず
と
鳥
獣
を
友
と
し
て
身
を
置
く
奥
山
は
、
訪
ね
て
行
く
人
も
い
な
い
。
原
歌
の
「
音
せ
ぬ
」
だ
と
、
山
に
住
む
話
者
が
感
じ
る
淋
し
さ
を
詠
ん
だ
歌
と
な
り
、「
行
人
も
な
し
」
と
す
る
と
山
に
住
ま
な
い
話
者
の
歌
に
な
る
。
望
ん
で
山
住
し
て
い
る
人
は
訪
れ
を
期
待
し
な
い
か
ら
、
実
隆
は
山
住
で
な
い
話
者
の
視
点
で
「
行
人
も
な
し
」
と
添
削
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
寄
草
戀
我
の
み
や
し
の
ふ
と
は
い
ふ
草
な
ら
ん
人
は
か
く
し
も
忘
れ
ゆ
く
身
に
（
訳
）
私
だ
け
が
忍
ぶ
と
い
う
名
の
草
な
の
だ
ろ
う
か
。
あ
の
人
は
こ
ん
な
に
す
っ
か
り
忘
れ
て
ゆ
く
こ
の
身
な
の
に
。
我
の
み
や
忍
ふ
と
は
い
ふ
草
な
名
に
た
に
欤
ら
ん
〇
人
は﹇
か
く
し
も
﹈忘
れ
ゆ
く
身
に〈
実
〉
（
訳
）
私
だ
け
が
忍
ぶ
と
い
う
名
の
草
な
の
だ
ろ
う
か
。
そ
の
名
さ
え
（
私
が
偲
ん
で
い
る
と
い
う
こ
と
さ
え
）
あ
の
人
は
忘
れ
て
ゆ
く
こ
の
身
な
の
に
。
「
人
は
か
く
し
も
」
と
い
う
強
調
表
現
は
直
截
す
ぎ
曲
が
な
い
の
で
、
実
隆
は
「
名
に
だ
に
人
は
」
と
改
め
る
こ
と
に
よ
り
、「
忍
草
」
と
関
係
づ
け
る
趣
向
を
加
え
た
の
だ
ろ
う
。
鐘
聲
何
方
そ
の
山
と
き
く
も
さ
た
め
す
更
る
夜
の
あ
ら
し
に
つ
る
ゝ
鐘
の
ひ
ゝ
き
は
（
訳
）
そ
の
山
か
ら
と
聞
き
定
め
る
こ
と
も
で
き
な
い
。
更
け
る
夜
の
嵐
に
と
も
な
う
釣
鐘
の
響
き
は
。
そ
の
山
と
き
く
も
さ
た
め
す
ふ
く
る
夜
の
あ
ら
し
に
つ
る
ゝ
鐘
の
を
と
哉
欤
響
は
〈
実
〉
（
訳
）
そ
の
山
か
ら
と
聞
き
定
め
る
こ
と
も
で
き
な
い
。
更
け
る
夜
の
嵐
に
と
も
な
う
釣
鐘
の
音
だ
な
あ
。
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原
歌
の「
鐘
の
響
」は
そ
れ
自
体
音
が
拡
散
す
る
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
を「
鐘
の
音
」
に
添
削
し
て
、
そ
の
局
所
的
な
音
源
が
ど
こ
な
の
か
わ
か
ら
な
い
と
い
う
歌
意
を
明
確
に
し
て
い
る
。
②
長
い
表
現
を
何
か
所
に
も
わ
た
っ
て
添
削
し
て
い
る
和
歌
霞
遠
山
衣
を
ち
こ
ち
の
山
の
緑
に
染
わ
け
て
に
ほ
ふ
霞
や
春
の
こ
ろ
も
手
（
訳
）
山
の
緑
の
濃
淡
に
よ
っ
て
染
め
分
け
て
美
し
く
漂
っ
て
い
る
霞
は
、
春
の
衣
手
な
の
か
。
遠
近
の
や
ま
の
み
と
り
の
う
す
霞
欤
に
染
わ
け
て
に
ほ
ふ﹇
霞
﹈や
春
の
な
る
ら
ん
欤
こ
ろ
も
手
〈
実
〉
（
訳
）
遠
近
の
山
の
緑
に
か
か
る
う
す
霞
が
、
美
し
く
漂
っ
て
い
る
の
は
春
の
衣
な
の
だ
ろ
う
。
実
隆
は
原
歌
の
「
霞
」
を
「
う
す
霞
」
に
改
め
て
、
山
の
緑
の
濃
淡
が
霞
に
映
え
る
理
路
を
整
え
て
い
。
る
同
時
に
、
原
歌
の
「
染
わ
け
て
」
が
、
霞
を
衣
に
見
立
て
る
趣
向
を
、
先
走
っ
て
示
唆
し
て
し
ま
う
難
が
あ
っ
た
の
を
解
消
し
て
い
る
。
梅
香
留
袖
花
な
か
ら
袖
の
な
か
な
る
梅
か
香
や
風
の
し
ら
れ
ぬ
に
ほ
ひ
な
り
け
り
（
訳
）
一
枝
袖
の
中
に
あ
る
梅
の
香
り
は
、
風
の
知
る
こ
と
の
で
き
な
い
匂
い
だ
っ
た
の
だ
な
あ
。
た
を
り
き
て
欤
花
な
か
ら
袖
の
な
か
な
る
梅
か
香
はや
風
にの
し
ら
れ
ぬ
に
ほ
ひ
成
け
り
〈
実
〉
（
訳
）
手
折
っ
て
き
て
袖
の
中
に
あ
る
梅
の
香
り
は
、
風
に
知
ら
れ
な
い
匂
い
だ
っ
た
の
だ
な
あ
。
原
歌
の
「
花
な
が
ら
」
は
、
や
や
解
し
に
く
い
も
の
で
あ
っ
た
の
を
、「
た
を
り
き
て
」
と
改
め
て
、
袖
の
中
に
梅
の
花
が
あ
る
の
に
先
立
つ
詠
作
主
体
の
行
為
を
示
し
た
。
ま
た
、「
風
の
し
ら
れ
ぬ
」
を
「
風
に
し
ら
れ
ぬ
」
と
す
る
こ
と
で
、
助
動
詞
「
る
」
の
意
味
を
明
確
に
し
た
。
故
郷
萩
真
萩
は
ら
う
つ
ろ
ひ
か
は
る
花
の
色
を
秋
に
こ
と
は
る
露
の
ふ
る
郷
（
訳
）
真
萩
原
の
移
ろ
い
変
わ
る
花
の
色
を
、
秋
に
説
き
明
か
す
露
の
故
郷
よ
。
真
萩
原
う
つ
ろ
ひ
か
は
る
秋花
の
色
も
こ
と
は
り
し
る
き
欤
を
あ
き
に
こ
と
は
る
露
の
故
さ
と
〈
実
〉
（
訳
）
真
萩
原
の
移
ろ
い
変
わ
る
秋
の
色
も
、
そ
の
理
由
が
明
ら
か
な
露
の
故
郷
よ
。
原
歌
の
「
花
」
が
「
真
萩
原
」
と
重
複
す
る
き
ら
い
が
あ
っ
た
の
を
、
実
隆
― 78 ―
は
、「
秋
の
色
」
と
改
め
た
。
ま
た
、「
秋
に
こ
と
は
る
」
は
意
味
が
取
り
に
く
い
の
で
、
真
萩
原
の
秋
の
色
が
変
る
こ
と
と
「
露
」
と
の
関
係
を
、
よ
り
分
か
り
や
す
く
示
す
表
現
に
改
め
て
い
る
。
砌
蘭
ふ
ち
は
か
ま
ぬ
き
す
て
を
き
し
人
香
を
も
し
ら
せ
て
匂
ふ
宿
と
お
も
は
ゝ
（
訳
）
藤
袴
が
そ
れ
を
脱
ぎ
捨
て
置
い
た
人
の
香
り
も
知
ら
せ
て
匂
う
庭
と
思
え
れ
ば
な
あ
。
ふ
ち
は
か
ま
ぬ
き
す
て
を
き
し
ぬ
し
や
た
れ
人
香
を
も
し
ら
せ
て
に
ほ
へふ
宿
と
の
秋
風
欤
お
も
は
ゝ〈実
〉
（
訳
）
藤
袴
を
脱
ぎ
捨
て
置
い
た
持
ち
主
は
誰
な
の
か
、
知
ら
せ
て
匂
っ
て
く
れ
、
家
の
秋
風
よ
。
原
歌
で
は
、
藤
袴
と
家
と
の
関
係
が
把
握
し
に
く
か
っ
た
。
実
隆
は
、
詠
作
主
体
の
思
い
を
「
ぬ
し
や
た
れ
」
と
明
示
し
、
新
た
に
秋
風
を
加
え
て
そ
れ
に
対
し
て
「
し
ら
せ
て
に
ほ
へ
」
と
呼
び
か
け
る
形
に
一
首
を
整
え
て
い
る
。
秋
霧
く
れ
ゆ
く
と
空
に
は
み
せ
て
残
る
日
や
霧
の
う
ち
な
る
野
山
な
る
ら
ん
（
訳
）
暮
れ
て
い
く
と
空
の
様
子
に
は
見
せ
て
ま
だ
日
が
残
っ
て
い
る
の
は
、
霧
の
中
に
あ
る
野
山
な
の
だ
ろ
う
か
。
空
は
ゝ
や
暮
ぬ
と
見
て
も
欤
暮
ゆ
く
と
空
に
は
み
せ
て
残
る
日
や
霧
の
中
な
る
野
山
な
る
ら
む
〈
実
〉
（
訳
）
空
は
す
で
に
暮
れ
た
と
見
て
も
ま
だ
日
が
残
っ
て
い
る
の
は
、
霧
の
中
に
あ
る
野
山
な
の
だ
ろ
う
か
。
原
歌
で
は
「
見
せ
て
」
と
「
日
」
を
擬
人
的
に
扱
っ
て
い
た
の
を
、「
見
て
も
」
と
詠
作
主
体
を
主
語
と
す
る
表
現
に
改
め
て
、
穏
当
な
表
現
に
整
え
て
い
る
。
残
月
入
山
を
月
も
名
残
や
お
も
ふ
ら
ん
光
お
さ
ま
る
あ
け
か
た
の
空
（
訳
）
入
る
山
を
月
も
心
残
り
と
思
っ
て
い
る
だ
ろ
う
か
。
光
が
静
ま
る
明
け
方
の
空
で
あ
る
よ
。
入
山
にを
月
も
心
を
と
ゝ
め
て
や
欤
な
こ
り
や
お
も
ふ
ら
ん
ひ
か
り
お
さ
ま
る
あ
け
方
の
空
〈
実
〉
（
訳
）
入
る
山
に
月
も
心
を
と
ど
め
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
光
が
静
ま
る
明
け
方
の
空
。
「
入
山
を
」「
名
残
」
を
「
お
も
ふ
」
と
い
う
原
歌
の
表
現
は
、
て
に
を
は
が
整
わ
な
い
。
実
隆
は
、「
入
山
に
」
と
改
め
て
、「
入
山
」
を
、
月
が
入
っ
て
行
き
つ
つ
あ
る
場
所
で
あ
り
、
ま
た
月
が
「
心
を
と
と
め
」
て
い
る
場
所
と
し
て
位
置
付
け
て
い
る
。
嶺
紅
葉
― 79 ―
く
も
る
を
も
し
く
る
と
み
れ
は
初
瀬
山
檜
原
に
ふ
か
き
嶺
の
紅
葉
々
（
訳
）
曇
る
の
も
時
雨
が
降
る
と
見
る
と
、
初
瀬
山
は
檜
原
の
中
に
嶺
の
紅
葉
も
色
が
深
く
な
っ
て
い
る
よ
。
く
も
る
か
と
み
し
や
時
雨
の
欤
を
も
し
く
る
と
み
れ
は
初
瀬
山
檜
原
に
ふ
か
き
峯
の
紅
葉
々
〈
実
〉
（
訳
）
曇
る
か
と
見
た
の
は
時
雨
が
降
っ
た
の
か
初
瀬
山
は
、
檜
原
の
中
に
峯
の
紅
葉
の
色
が
深
ま
っ
て
い
る
よ
。
原
歌
の
上
の
句
は
、
実
際
に
時
雨
が
降
っ
た
の
か
否
か
が
は
っ
き
り
し
な
い
。
実
隆
は
、
実
際
に
時
雨
が
降
っ
た
こ
と
を
示
唆
す
る
表
現
に
改
め
て
い
る
。
晩
穐
鹿
秋
よ
い
か
に
い
つ
く
の
山
路
か
へ
る
ら
む
鹿
の
た
ち
と
を
聲
に
聞
に
も
（
訳
）
秋
よ
ど
う
な
の
か
、
ど
こ
の
山
路
を
今
帰
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
鹿
の
立
つ
場
所
を
声
に
聞
く
に
つ
け
て
も
。
行○
穐
よ﹇
い
か
に
﹈い
つ
く
の
山
路
と
た
つ
ね
ま
し
か
へ
る
ら
ん
鹿
の
た
ち
と
はを
聲
に
て
欤
聞
に
も〈実
〉
（
訳
）
行
く
秋
よ
。
ど
の
山
を
帰
る
の
か
と
尋
ね
た
い
、
鹿
の
立
つ
所
は
声
に
聞
い
て
も
。
原
歌
の
「
い
か
に
」
は
冗
長
な
表
現
。
ま
た
、
鹿
の
声
が
聞
こ
え
る
こ
と
と
秋
の
帰
り
道
が
わ
か
ら
な
い
こ
と
と
の
関
係
が
不
明
瞭
で
あ
る
。
実
隆
は
、「
い
か
に
」
を
除
き
、
鹿
の
立
ち
ど
と
秋
の
帰
り
道
と
を
対
比
の
関
係
に
置
い
て
、
一
首
を
整
え
て
い
る
。
月
前
郭
公
く
ま
も
な
き
月
に
な
く
夜
の
忍
ひ
音
を
い
か
に
と
お
も
ふ
ほ
と
ゝ
き
す
哉
（
訳
）
く
ま
も
な
く
明
る
い
月
に
鳴
く
夜
の
し
の
び
音
を
、
ど
う
な
の
か
（
忍
ん
で
い
る
こ
と
に
な
る
の
か
）
と
思
う
ほ
と
と
ぎ
す
だ
な
あ
。
く
ま
も
な
き
月
に
な
く
夜
の
は
つ
こ
ゑ
忍
ひ
音
は
し
の
ふ
に
も
あ
ら
ぬ
欤
い
か
に
と
お
も
ふ
ほ
と
ゝ
き
す
哉〈
実
〉
（
訳
）
く
ま
も
な
く
明
る
い
月
に
鳴
く
夜
の
初
声
は
、
忍
ぶ
こ
と
に
も
な
ら
な
い
ほ
と
と
ぎ
す
だ
な
あ
。
原
歌
の
「
い
か
に
」
は
意
味
が
明
瞭
で
な
く
、
ま
た
「
い
か
に
と
お
も
ふ
」
か
ら
は
、
ほ
と
と
ぎ
す
に
文
句
を
言
っ
て
い
る
ニ
ュ
ア
ン
ス
も
感
じ
ら
れ
る
。
実
隆
の
添
削
の
結
果
、
そ
う
し
た
難
は
解
消
さ
れ
て
い
る
。
貴
賎
夏
祓
誰
と
て
も
う
き
瀬
や
け
ふ
の
み
そ
き
河
お
な
し
な
み
な
る
人
は
な
け
れ
と
（
訳
）
誰
で
あ
っ
て
も
辛
い
境
遇
な
の
で
今
日
河
で
禊
す
る
の
か
。
そ
こ
に
同
じ
身
分
の
人
は
い
な
い
け
れ
ど
。
― 80 ―
お
も
ふ
ら
ん
そ
の
誰
と
て
も
う
き
瀬
し
ら
は
や
や
け
ふ
の
み
そ
き
河
お
な
し
な
み
な
る
人
も
ま
し
ら
は
欤
は
な
け
れ
と〈
実
〉
（
訳
）
人
々
が
河
で
禊
を
す
る
際
に
心
の
中
で
思
っ
て
い
る
こ
と
を
知
り
た
い
も
の
だ
。
こ
こ
に
同
じ
身
分
の
人
が
交
じ
っ
て
い
る
な
ら
ば
（
あ
る
程
度
推
し
量
る
こ
と
が
で
き
る
の
だ
が
）。
原
歌
は
、
題
の
「
貴
賤
」
を
表
現
す
る
た
め
に
多
く
の
言
葉
を
費
や
し
す
ぎ
た
き
ら
い
が
あ
る
。
実
隆
は
、
同
じ
場
で
禊
を
し
て
い
る
人
々
に
寄
せ
る
詠
作
主
体
の
関
心
を
上
の
句
に
配
し
、
下
の
句
の
仮
定
表
現
に
よ
っ
て
、
題
意
を
満
た
す
よ
う
に
添
削
し
て
い
る
。
寄
煙
戀
人
心
な
ひ
き
も
は
て
は
ゆ
ふ
煙
た
つ
名
も
な
に
か
思
ひ
と
は
せ
ん
（
訳
）
彼
女
の
心
が
す
っ
か
り
私
に
な
び
く
な
ら
ば
、
噂
が
立
っ
て
も
ど
う
し
て
苦
に
な
ろ
う
か
、
い
や
な
ら
な
い
。
﹇
人
﹈心
た
に○
な
ひ
く
と
し
ら
欤
き
も
は
ゆ
ふ
け
ふ
り
た
つ
名
も
な
に
か
思
ひ
と
は
せ
ん
〈
実
〉
（
訳
）
相
手
の
心
だ
け
で
も
私
に
な
び
く
と
わ
か
れ
ば
、
噂
が
立
っ
て
も
ど
う
し
て
苦
に
な
ろ
う
か
、
い
や
な
ら
な
い
。
原
歌
の
「
人
心
な
ひ
き
も
は
て
は
」
は
、「
人
心
」
と
あ
っ
て
も
相
手
と
の
逢
瀬
を
想
起
さ
せ
る
表
現
と
な
っ
て
い
る
。
実
隆
は
、「
心
た
に
」
と
改
め
る
こ
と
で
、
逢
瀬
は
な
ら
な
い
が
相
手
の
心
だ
け
は
こ
ち
ら
に
な
び
く
こ
と
を
意
味
す
る
よ
う
に
添
削
を
し
、
無
き
名
が
立
つ
こ
と
に
ま
つ
わ
る
歌
と
し
て
整
え
て
い
る
。
澗
戸
鳥
帰
谷
の
戸
に
ゆ
ふ
へ
を
つ
く
る
音
つ
れ
よ
み
ね
こ
す
雲
に
鳥
か
へ
る
こ
ゑ
（
訳
）
谷
の
入
り
口
に
夕
べ
を
告
げ
る
鳴
声
が
す
る
よ
、
峯
を
越
す
雲
の
中
に
鳥
が
帰
る
声
が
聞
こ
え
る
。
た
に
の
戸
に
け
ふ
も
夕
の
空
を
見
欤
夕
を
つ
く
る
音
つ
れ
よ
み
ね
こ
す
雲
に
と
り
帰
こ
ゑ
〈
実
〉
（
訳
）
谷
の
入
口
に
今
日
も
夕
方
の
空
を
見
よ
。
峯
を
越
す
雲
の
中
に
鳥
が
帰
る
声
が
聞
こ
え
る
こ
と
だ
。
原
歌
で
は
、「
音
つ
れ
」
と
「
こ
ゑ
」
が
重
複
し
て
い
る
。
実
隆
は
、「
空
を
見
よ
」
と
改
め
る
こ
と
に
よ
り
、
雲
の
中
を
行
く
鳥
の
声
を
聞
き
、
空
を
見
上
げ
る
と
い
う
一
貫
し
た
流
れ
を
組
み
立
て
る
と
と
も
に
、
題
の
中
心
で
あ
る
鳥
に
焦
点
を
当
て
て
い
る
。
寄
松
戀
よ
そ
に
て
も
木
す
ゑ
は
み
す
や
軒
は
な
る
松
の
こ
ゝ
ろ
を
問
く
れ
も
か
な
（
訳
）
他
所
で
も
梢
は
見
な
い
の
だ
ろ
う
か
（
い
や
見
る
だ
ろ
う
）。
私
の
家
の
軒
端
の
松
の
心
（
あ
な
た
を
待
つ
私
の
心
）
を
尋
ね
る
暮
れ
が
あ
― 81 ―
れ
ば
な
あ
。
よ
そ
に
て
も
木
す
ゑ
は
み
ゆす
や
や
ど
に
お
ふ
る
軒
は
な
る
松
の
こ
ゝ
ろ
を
と
ふ
く
れ
も
か
な〈実
〉
（
訳
）
他
所
で
も
梢
は
見
え
る
の
か
。
私
の
家
に
生
え
る
松
の
心
（
あ
な
た
を
待
つ
私
の
心
）
を
尋
ね
る
暮
れ
が
あ
れ
ば
な
あ
。
「
軒
は
な
る
」
を
「
や
と
に
お
ふ
る
」
と
し
た
の
は
、
軒
端
の
松
で
は
家
屋
か
ら
近
く
、
あ
ま
り
成
長
し
て
い
な
い
印
象
が
あ
る
の
で
、
他
所
か
ら
見
え
る
に
ふ
さ
わ
し
い
、
家
に
生
え
る
大
き
な
松
を
連
想
さ
せ
る
句
に
添
削
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
草
庵
貽
夢
の
か
れ
き
て
す
む
身
は
山
の
草
の
庵
に
う
き
世
に
か
よ
ふ
夢
そ
残
れ
る
（
訳
）
世
を
遁
れ
来
て
住
む
身
は
山
の
草
庵
に
あ
る
が
、
憂
き
世
に
通
う
夢
は
ま
だ
残
っ
て
い
る
な
あ
。
の
か
れ
き
て
あ
る
に
も
あ
ら
ぬ
す
む
身
は
や
ま
の
草
の
庵﹇
に
﹈う
き
世
に
か
よ
ふ
夢
なそ
残
し
そ
欤
れ
る〈実
〉
（
訳
）
世
を
遁
れ
来
て
住
む
は
か
な
い
草
庵
に
、
憂
き
世
に
通
う
夢
を
残
し
て
は
い
け
な
い
。
「
夢
ぞ
残
れ
る
」
で
は
「
夢
」
を
肯
定
的
に
と
ら
え
て
い
る
よ
う
に
も
読
め
る
。
実
隆
は
そ
れ
を
「
夢
な
残
し
そ
」
に
改
め
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
一
途
に
草
庵
生
活
を
送
る
べ
き
だ
が
、
な
か
な
か
そ
う
は
い
か
な
い
と
い
う
、
詠
作
主
体
の
矛
盾
し
た
心
理
を
表
現
し
て
い
る
。
寄
葛
戀
色
か
は
る
人
の
心
の
あ
き
風
に
う
ら
み
た
ち
ぬ
る
露
の
真
葛
葉
（
訳
）
移
ろ
う
あ
の
人
の
心
が
私
に
飽
き
て
、
秋
風
に
葉
の
裏
が
見
え
始
め
た
露
の
こ
ぼ
れ
る
真
葛
葉
だ
な
あ
。（
私
は
あ
の
人
を
恨
ん
で
涙
を
こ
ぼ
し
て
い
ま
す
。）
色
か
は
る
人
の
こ
ゝ
ろ
を
た
ね
な
れ
や
の
秋
風
に
う
ら
み
た
ち
ぬ
風
欤
る
露
の
ま
葛
葉
〈
実
〉
（
訳
）
移
ろ
う
あ
の
人
の
心
を
種
と
し
た
の
だ
ろ
う
か
、
風
に
葉
の
裏
が
見
え
始
め
た
真
葛
葉
だ
な
あ
。（
私
は
あ
の
人
を
恨
ん
で
い
ま
す
。）
原
歌
は
、「
色
か
は
る
」「
人
の
心
の
あ
き
風
に
」
と
同
じ
意
味
の
表
現
が
続
い
て
い
た
。
実
隆
は
後
者
を
「
人
の
こ
ゝ
ろ
を
た
ね
な
れ
や
」
と
古
今
集
の
仮
名
序
を
踏
ま
え
た
言
葉
に
変
え
、
そ
の
難
を
解
消
し
て
い
る
。
ま
た
、
葉
裏
が
見
え
る
こ
と
と
露
が
置
い
て
い
る
こ
と
は
両
立
し
が
た
い
も
の
で
も
あ
る
の
で
、
風
に
葉
が
裏
返
る
こ
と
に
絞
る
方
向
で
添
削
し
て
い
る
。
寄
鏡
戀
― 82 ―
し
ら
す
い
ま
う
つ
り
は
て
に
し
心
を
は
か
ゝ
み
の
影
も
と
め
す
や
あ
る
ら
ん
（
訳
）
今
は
も
う
分
か
ら
な
い
。
す
っ
か
り
移
っ
て
し
ま
っ
た
あ
の
人
の
心
は
、
鏡
の
影
ほ
ど
も
こ
こ
に
跡
を
残
さ
な
い
の
だ
ろ
う
か
。
し
ら
す
い
ま
か
た
み
と
せ
ん
も
う
つ
り
は
て
に
し
心
を
は
か
ゝ
み
の
な
か
の
影
も
と
め
す
や
あ
ら
ま
し
欤
る
ら
む〈実
〉
（
訳
）
今
は
も
う
分
か
ら
な
い
。
鏡
を
あ
の
人
の
形
見
に
し
よ
う
と
し
て
も
、
あ
の
人
は
心
を
鏡
の
中
に
残
さ
な
い
か
も
し
れ
な
い
。
原
歌
で
は
、
鏡
が
ど
う
し
て
話
題
と
な
る
の
か
、
今
ひ
と
つ
判
然
と
し
な
い
。
実
隆
は
心
変
わ
り
し
た
男
が
使
っ
て
い
た
鏡
を
そ
の
男
の
形
見
と
し
よ
う
と
思
う
詠
作
主
体
の
思
い
を
読
む
こ
と
で
、
鏡
を
一
首
の
中
に
位
置
づ
け
よ
う
と
し
て
い
る
。
（
三
）
評
語
の
み
を
付
し
た
和
歌
都
鄙
歳
暮
な
す
わ
さ
の
そ
の
国
ふ
り
に
か
は
る
と
も
み
や
こ
に
く
る
ゝ
年
や
ゆ
く
ら
ん
（
訳
）
年
を
送
る
や
り
方
は
そ
の
国
の
習
慣
に
よ
っ
て
違
っ
て
も
、
都
で
暮
れ
る
年
と
同
じ
年
が
今
ご
ろ
行
く
の
で
あ
ろ
う
。
〔
標
語
〕
国
ふ
り
こ
の
ま
し
か
ら
ぬ
詞
候
欤
実
隆
は
「
国
ふ
り
」
と
い
う
言
葉
は
相
応
し
く
な
い
と
評
し
て
い
る
。「
国
ふ
り
」
で
は
必
ず
し
も
「
都
鄙
」
を
表
現
す
る
と
は
限
ら
な
い
の
で
、
題
に
対
応
し
な
い
と
言
い
た
い
の
か
。
そ
れ
と
も
国
ぶ
り
と
い
う
言
葉
自
体
に
問
題
を
感
じ
た
の
か
、
後
者
だ
と
す
れ
ば
、
そ
の
理
由
は
未
詳
で
あ
る
。
寄
杦
戀
か
は
ら
し
と
い
は
ゝ
心
の
お
く
山
に
た
つ
や
む
す
き
を
し
る
し
と
や
せ
ん
（
訳
）
愛
は
変
わ
ら
な
い
と
言
う
な
ら
ば
、
心
の
奥
山
に
立
つ
真
直
ぐ
な
杉
を
、
私
の
偽
り
の
な
い
愛
の
証
し
と
し
よ
う
か
。
〔
標
語
〕
む
杦
た
ゝ
杦
と
候
に
は
此
御
詠
な
と
に
と
り
て
無
下
に
を
と
り
候
欤
「
む
杦
（
矛
杉
）」
は
、
矛
の
形
を
し
た
ま
っ
す
ぐ
伸
び
た
杉
の
こ
と
。
実
隆
の
評
か
ら
見
て
、
作
歌
に
あ
た
り
、「
む
杉
」
と
し
な
い
で
、
た
だ
「
杉
」
と
す
る
と
ど
う
だ
ろ
う
か
、
と
い
う
下
問
が
あ
っ
た
こ
と
を
想
像
さ
せ
る
。
寄
竹
戀
今
み
る
も
か
は
ら
ぬ
色
を
契
と
や
な
み
た
そ
め
を
く
竹
の
一
も
と
（
訳
）
今
見
る
も
変
わ
ら
な
い
愛
を
約
束
す
る
の
だ
ろ
う
か
、
会
い
た
い
の
に
会
え
な
い
悲
し
み
の
涙
で
一
入
深
く
染
め
て
お
く
竹
の
一
本
よ
。
〔
標
語
〕
一
も
と
如
何
候
哉
又
公
宴
に
は
湘
竹
可
有
斟
酌
事
候
欤
戀
の
心
に
も
― 83 ―
不
十
分
候
哉
如
何
実
隆
は
、「
一
も
と
」
と
い
う
詞
に
疑
問
を
呈
し
、「
湘
竹
」
を
詠
む
こ
と
に
つ
い
て
、
公
宴
で
は
差
し
控
え
る
べ
き
で
は
な
い
か
、
ま
た
、
恋
の
心
に
も
不
十
分
で
は
な
い
か
、
と
い
う
意
見
を
述
べ
て
い
る
。
「
湘
竹
」
は
、
古
代
中
国
の
帝
舜
の
妃
・
湘
夫
人
が
舜
の
死
を
悲
し
ん
で
泣
い
た
涙
が
竹
に
か
か
り
、
斑
竹
に
な
っ
た
と
い
う
故
事
に
ち
な
ん
だ
竹
で
あ
る
。
実
隆
の
評
は
、
天
皇
主
催
の
歌
会
で
、
帝
の
死
を
連
想
さ
せ
る
故
事
を
引
き
合
い
に
出
す
の
は
不
吉
で
あ
る
こ
と
、
ま
た
、「
恋
歌
」
の
主
題
に
も
か
な
っ
て
い
な
い
こ
と
を
指
摘
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
が
、
添
削
す
る
な
ら
ば
、
部
分
的
な
添
削
で
は
収
ま
ら
な
い
の
で
、
貞
敦
親
王
の
詠
歌
を
全
面
的
に
変
え
る
こ
と
を
憚
っ
た
の
か
、
助
言
だ
け
に
と
ど
め
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。「
一
も
と
」
に
つ
い
て
は
、
な
ぜ
一
本
だ
け
な
の
か
、
そ
の
理
由
に
乏
し
い
と
判
断
し
た
も
の
か
と
推
測
さ
れ
る
。
往
事
催
涙
つ
く
〳
〵
と
思
に
お
つ
る
な
み
た
哉
昨
日
は
け
ふ
の
む
か
し
語
を
（
訳
）
し
み
じ
み
と
思
い
出
に
落
ち
る
涙
だ
な
あ
、
昨
日
以
前
の
昔
話
し
を
し
て
。
〔
標
語
〕
下
句
あ
ま
り
に
や
す
ら
か
過
候
欤
「
昨
日
は
け
ふ
の
む
か
し
」
と
は
、
一
日
前
の
こ
と
で
も
、
昨
日
は
今
日
か
ら
見
れ
ば
昔
で
あ
る
こ
と
を
い
う
意
。
実
隆
評
は
、
下
句
に
つ
い
て
、「
往
事
」
を
決
ま
り
文
句
を
用
い
て
た
だ
表
現
し
て
い
る
の
で
、
曲
が
な
い
と
評
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
社
頭
祝
言
此
國
は
神
の
さ
つ
け
し
君
か
代
を
い
や
つ
き
〳
〵
に
ま
も
り
お
さ
め
て
（
訳
）
こ
の
国
は
神
が
与
え
た
国
で
あ
り
、
帝
が
代
々
ま
も
り
お
さ
め
て
い
く
め
で
た
い
国
な
の
だ
。
〔
標
語
〕
第
五
句
今
聊
御
案
あ
る
へ
く
候
欤
、社
頭
心
も
す
こ
し
は
不
足
候
哉
、
如
何
実
隆
が
「
ま
も
り
お
さ
め
て
」
と
い
う
末
句
を
考
え
直
す
べ
き
で
あ
る
よ
う
に
助
言
し
て
い
る
の
は
、
連
用
中
止
法
で
一
首
が
終
わ
っ
て
い
る
こ
と
に
、
落
ち
着
き
の
悪
さ
を
感
じ
た
も
の
か
。
ま
た
、
社
頭
で
詠
ま
れ
た
と
い
う
状
況
が
表
現
さ
れ
て
い
な
い
の
で
、
題
意
も
不
足
し
て
い
る
と
感
じ
た
よ
う
だ
。
ま
と
め
「
二
」
で
は
、
歌
ご
と
に
実
隆
の
添
削
な
ら
び
に
評
語
に
つ
い
て
述
べ
て
き
た
が
、
気
づ
い
た
こ
と
を
書
き
留
め
て
お
く
。
実
隆
は
、
原
歌
が
よ
り
題
意
に
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そ
っ
た
歌
と
な
る
よ
う
に
、
あ
る
い
は
詠
作
主
体
の
感
情
を
補
足
し
て
主
体
性
を
持
た
せ
、
あ
る
い
は
対
象
に
対
す
る
心
ざ
し
が
よ
り
顕
著
に
伝
わ
る
表
現
と
な
る
よ
う
に
添
削
し
て
い
る
。
ま
た
、
中
心
に
な
る
情
景
を
明
確
化
し
て
、
重
複
表
現
な
ど
の
冗
漫
な
語
句
を
除
き
、
簡
潔
で
し
か
も
具
体
性
の
あ
る
表
現
に
添
削
し
て
い
る
。
言
葉
遣
い
の
点
で
は
、
伝
統
的
な
言
葉
の
選
択
を
重
ん
じ
な
が
ら
も
、
発
想
の
新
し
さ
も
求
め
て
い
る
。
相
手
が
親
王
と
い
う
高
い
身
分
で
あ
る
か
ら
、
実
隆
に
も
遠
慮
が
あ
っ
た
と
も
考
え
ら
れ
る
が
、
相
手
の
詠
歌
の
長
所
を
で
き
る
だ
け
活
か
し
な
が
ら
、
文
法
上
の
誤
用
・
言
葉
の
不
的
確
な
表
現
を
部
分
的
に
添
削
し
て
正
し
、
親
王
に
も
、
原
歌
が
添
削
に
よ
っ
て
洗
練
さ
れ
た
歌
に
な
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
よ
う
に
指
導
し
て
い
る
。
和
歌
お
よ
び
古
典
に
対
す
る
自
ら
の
豊
富
な
知
識
と
経
験
の
裏
付
け
を
も
っ
て
、
相
手
の
能
力
や
進
歩
の
度
合
に
合
わ
せ
て
、
的
確
な
対
応
を
し
て
い
る
と
い
え
よ
う
か
。
注
（
１
）
『
貞
敦
親
王
著
到
百
首
和
歌
永
正
十
六
年
三
月
』
国
文
学
研
究
資
料
館
電
子
資
料
館
館
蔵
和
古
書
目
録
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
「
全
項
目
」
に
「
着
到
」
入
力
と
す
る
と
一
覧
表
示
さ
れ
る
。
書
陵
部
蔵
「
貞
敦
親
王
着
到
百
首
和
歌
」
を
選
択
し
て
画
像
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
す
る
。
（
２
）
『
貞
敦
親
王
著
到
百
首
和
歌
草
永
正
十
六
年
三
月
』
国
文
学
研
究
資
料
館
電
子
資
料
館
館
蔵
和
古
書
目
録
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
「
全
項
目
」
に
「
着
到
」
と
入
力
し
て
書
陵
部
蔵
「
貞
敦
親
王
着
到
百
首
草
」
を
選
択
し
て
画
像
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
す
る
。
（
３
）
「
貞
敦
親
王
著
到
百
首
和
歌
草
永
正
十
六
年
三
月
」「
貞
敦
親
王
著
到
百
首
和
歌
永
正
十
六
年
三
月
」（『
中
世
百
首
歌
五
』
井
上
宗
雄
・
小
池
一
行
編
古
典
文
庫
一
九
八
六
年
一
〇
月
）。
（
４
）
『
明
題
部
類
抄
』（
新
典
社
叢
書
１６
）
宗
政
五
十
緒
﹇
ほ
か
﹈
校
注
新
典
社
一
九
九
〇
年
一
〇
月
。
（
５
）
『
称
名
院
集
』
は
『
新
編
国
歌
大
観
』
第
八
巻
に
収
録
さ
れ
て
い
る
。
当
該
歌
は
『
称
名
院
集
』
一
〇
一
〇
番
所
収
。
（
６
）
『
東
山
文
庫
御
物
３
』（
毎
日
新
聞
社
一
九
九
九
年
一
二
月
発
行
）
所
載
の
二
〇
三
・
二
〇
四
番
の
着
到
懐
紙
に
、
勝
仁
親
王
（
後
柏
原
天
皇
）
の
筆
写
で
は
あ
る
が
、
後
土
御
門
天
皇
は
「
女
房
」、
勝
仁
親
王
は
「
愚
詠
」
の
隠
名
で
詠
進
さ
れ
て
い
る
。
解
説
に
は
着
到
の
年
月
は
確
認
さ
れ
て
い
な
い
が
、
文
明
一
五
（
一
四
八
三
）
年
九
月
九
日
起
日
の
勝
仁
親
王
主
催
の
着
到
和
歌
の
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
。『
私
家
集
大
成
第
６
巻
』
所
収
の
「
邦
高
親
王
Ⅰ
」
に
こ
の
時
の
百
首
の
歌
が
見
ら
れ
る
の
で
、
題
は
「
堀
河
百
首
」
か
ら
取
ら
れ
た
こ
と
が
分
か
る
。
天
皇
が
「
女
房
」
名
で
詠
進
し
た
の
は
自
分
の
主
催
で
は
な
い
着
到
に
お
忍
び
で
参
加
し
た
か
ら
、
ま
た
、
勝
仁
親
王
は
皇
太
子
で
あ
る
が
自
分
の
歌
に
「
愚
詠
」
と
署
名
し
た
の
は
、
主
催
者
で
あ
っ
た
か
ら
と
も
考
え
ら
れ
る
が
い
か
が
で
あ
ろ
う
か
。
後
土
御
門
天
皇
の
祖
父
に
あ
た
る
、
後
崇
光
院
の
日
記
『
看
聞
日
記
』
に
飛
鳥
井
雅
世
に
父
の
故
宗
雅
の
七
回
忌
の
追
善
歌
を
求
め
ら
れ
た
時
の
永
享
六
年
九
月
の
記
事
の
中
で
、
廿
二
日
私
会
・
勧
進
等
和
歌
、
上
様
は
御
作
名
先
例
勿
論
也
、
廿
三
日
按
察
（
三
条
西
公
保
）
返
事
、
御
作
名
可
然
歟
、
御
名
字
は
余
厳
重
也
、
廿
四
日
一
品
経
懐
紙
書
遣
、
端
作
詠
勧
発
品
和
歌
左
少
将
重
賢
と
書
、
以
前
名
字
事
有
沙
汰
云
々
、
仍
作
名
書
、
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と
あ
る
よ
う
に
、
私
的
ま
た
は
褻
の
会
に
相
当
す
る
歌
会
の
場
合
、
及
び
臣
下
へ
の
贈
答
歌
の
署
名
は
、
高
貴
な
人
は
作
名
に
し
た
よ
う
で
あ
る
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
無
署
名
が
原
則
で
あ
る
天
皇
・
上
皇
が
ど
の
よ
う
な
場
合
に
隠
名
・
作
名
で
詠
進
す
る
の
か
は
明
ら
か
で
は
な
い
。
辰
田
芳
雄「
文
明
一
七
年
九
月
九
日
勝
仁
親
王
主
催
着
到
和
歌
の
研
究
」
（『
岡
山
朝
日
研
究
紀
要
』
第
３６
号
二
〇
一
五
年
三
月
）
所
収
の
着
到
懐
紙
に
は
、
勝
仁
親
王
（
後
柏
原
天
皇
）
の
署
名
が
「
愚
詠
」
と
し
て
あ
る
。
（
７
）
『
後
奈
良
院
御
集
』
は
『
私
家
集
大
成
』（
第
八
巻
中
世V
上
明
治
書
院
一
九
八
六
年
）
に
収
録
さ
れ
て
い
る
。
（
８
）
海
野
圭
介
・
中
村
健
太
郎
「
洛
中
洛
外
図
屏
風
（
歴
博
甲
本
）
に
貼
ら
れ
た
付
箋
の
書
」（『
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
研
究
報
告
１８０
』
６５
〜
７７
頁
所
収
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
編
二
〇
一
四
年
二
月
）。
（
９
）
『
影
印
日
本
の
書
流
』
渡
部
清
著
柏
書
房
一
九
八
二
年
三
月
発
行
。
（
１０
）
『
貴
重
典
籍
叢
書
文
学
篇
１１
』（
国
立
民
俗
博
物
館
館
蔵
史
料
編
集
会
編
臨
川
書
店
二
〇
〇
〇
年
一
月
）
所
収
の
永
正
二
年
三
月
三
日
起
日
の
着
到
和
歌
で
あ
る
「
後
柏
原
天
皇
宸
翰
禁
裏
着
到
和
歌
」
に
は
、
書
体
に
特
徴
が
あ
る
綾
小
路
俊
量
、
冷
泉
為
廣
が
詠
進
し
て
い
る
の
で
、
こ
の
二
名
が
当
日
最
初
に
書
き
入
れ
た
詠
進
歌
の
筆
跡
が
六
月
一
日
「
村
々
煙
細
」、
同
六
日
の
「
夕
陽
映
嶋
」
の
日
付
と
同
一
人
の
手
に
な
る
こ
と
が
見
て
取
れ
る
。
【
付
記
】
本
稿
執
筆
に
あ
た
り
、「
後
柏
原
天
皇
等
筆
着
到
懐
紙
」
の
写
真
掲
載
を
快
く
許
可
し
て
く
だ
さ
っ
た
海
野
圭
介
先
生
に
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
（
も
と
や
ま
や
え
こ
本
学
大
学
院
博
士
後
期
課
程
学
生
）
図
１
後
柏
原
天
皇
等
筆
着
到
懐
紙
（
個
人
蔵
）
三
五
・
一
×
五
八
・
〇
糎
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